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農業経営の意向に関する調査の実施について

調査の趣旨

　令和5年4月１日施行の改正農業経営基盤強化促進法により、市町村は地域の目指すべ

き将来の農地利用の姿を明確化する計画(地域計画)を令和7年3月末日までに策定・公表す

ることとされています。

　地域計画の策定に向け、市町村は協議する場を設け、地域の農業の将来の在り方、農

業上の利用が行われる農用地等の区域、その他農用地の効率的かつ総合的な利用を図る

ために必要な事項を協議し、農地一筆ごとに将来の耕作者をイメージした地図(目標地図)

を作成することとなっています。

　農業委員会が協議の場における農用地の利用に関する情報の提供や、目標地図の素案

を作成のため、農業者の皆様・農地の所有者の皆様の、今後(5 ～ 10年後)の農業経営に関

する意向を把握することを目的に、「農業経営の意向に関する調査」を実施します。

　地域の農業の将来の在り方を検討するうえで、大変重要な情報となりますの

で、調査票の提出について、ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　また、今後追加で調査を行う場合がありますので、ご承知くださいますよう

お願いします。

　今後の農地の貸し借り・売買や、各種制度に関係する場合がありますので、

今後も営農継続の意向のある方、補助金・制度資金等の活用を検討されている

方は必ずご提出ください。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

意向調査票の提出について

（１）意向調査票の用紙

　　 　左側ページ  にあります。切り取り線に沿って切り取り、記入してください。
　　   ※両面あります。

　　　意向調査票の用紙は新潟市ホームページからもダウンロードできます。

　　　 アドレス https://www.city.niigata.lg.jp/ から「農業経営の意向に関する
調査」で検索してください。

（２）提出方法
　　　● お近くの農業委員会事務局各区事務所（表紙参照）または、農業委員・農地利

用最適化推進委員へ提出してください。

　　　● FAXで提出する場合は新潟市農業委員会事務局 FAX：025-381-7090 まで

　　　● 「かんたん申込み」でも受付けていますので、右記QRコード
を読み込んでご回答ください。

　　　● 提出期限は令和５年９月末です。
「かんたん申込み」は

こちらから

2



切

り

取

り



切

り

取

り



市
長
と
意
見
交
換
会

　

令
和
５
年
２
月
１
日
に

中
原
市
長
と
農
業
委
員
会

に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

農
業
の
発
展
に
向
け
、

統
合
前
の
６
農
業
委
員
会

で
行
っ
て
き
た
意
見
交
換

を
、
引
き
続
き
統
合
後
の

農
業
委
員
会
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

予
算
編
成
の
最
終
局
面

を
迎
え
、
農
政
を
取
り
巻

く
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

協
議
し
た
ほ
か
、
農
業
政

策
の
定
期
的
な
情
報
提
供

と
継
続
し
た
意
見
交
換
の

機
会
を
お
願
い
し
、
意
見

交
換
会
を
終
え
ま
し
た
。

◆
主
な
意
見
交
換
内
容

○
も
み
殻
た
い
肥
な
ど
、
地
域
の
有
機
質
資
源
の
活
用
と
支
援
に
つ
い
て

○ 

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地
の
契
約
更
新
時
の
対
応
に
つ
い

て
○ 

農
業
用
事
務
所
等
を
農
業
用
施
設
と
し
て
取
り
扱
う
た
め
の
見
直
し
に

つ
い
て

○ 

原
油
価
格
や
飼
料
、
諸
資
材
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
に
つ

い
て

○ 

「
儲
か
る
農
業
」
の
実
現
に
向
け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

○
中
小
規
模
の
農
家
や
意
欲
的
な
農
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

　

令
和
５
年
３
月
９
日
に
東
京
都
の
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
第
18
回
女

性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
女
性
委
員
の
た
め
の

農
業
者
年
金
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
女
性
委
員
と
と
も
に
、
本
市
農
業
委
員
会
か
ら
は
、
４

名
の
女
性
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
東
京
農
業
大
学
の
堀
部
篤
教
授
か
ら
「
令
和
７
年

度
ま
で
に
策
定
す
る

地
域
計
画
に
対
し
て

女
性
委
員
に
期
待
す

る
役
割
」
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
事
例
報

告
と
し
て
新
潟
県
柏

崎
市
、
熊
本
県
山
都

町
、
鳥
取
県
鳥
取
市

の
女
性
委
員
よ
り
活

動
に
お
け
る
課
題
や

解
決
法
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
参
加
し
た

委
員
か
ら
は
「
今
後

の
活
動
の
参
考
に

な
っ
た
。」
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

全国農業新聞普及と農業者年金新規加入で表彰されました
　本市農業委員会は、5月30日に開催された全国農業委員会会長大会で、全国農業新聞の普及部数

の部 第1位となったため、令和4年普及拡張特別優秀農業委員会として表彰されました。

　6月26日に開催された市町村農業委員会会長会議では、農業者年金の新規加入者

部門及び新規加入者（39歳以下）部門で第5位になり表彰されました。
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秋
葉
区

中
央

北
区

北
区
は
「
ト
マ
ト
王
国
」

　

北
区
で
は
、
昔
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
が
盛
ん
で
あ

り
、
県
内
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
二
大

産
地
で
あ
る
「
豊
栄
地
区
」「
濁
川
地
区
」
で
は
、

こ
の
地
特
有
の
砂
質
土
壌
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
た

め
非
常
に
濃
厚
で
甘
く
、
５
〜
６
月
に
旬
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
新
潟

市
、
北
区
産
業
振
興
課
で
は
「
キ
テ
・
ミ
テ
・
キ

タ
ク
と
ま
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
販
売
促
進
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通
し
て

産
地
か
ら
旬
な
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
北
区
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

及
び
中
学
生
を
対
象
に
、
北
区
産
ト
マ
ト
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
原
案
を
募
集
し
、
応
募
総
数
49
点
の
中
か

ら
最
優
秀
デ
ザ
イ
ン
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
入
り
の
販
促

グ
ッ
ズ
の
作
成
や
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
な
ど
、「
北
区
産

ト
マ
ト
」
の
魅
力
発

信
を
一
層
進
め
て
い

き
ま
す
。

区事務所トピックス

亀
田
の
梅
が
今
年
も

　
　
　
　

収
穫
さ
れ
ま
す

　

江
南
区
亀
田
地

区
は
、
県
内
有
数
の

梅
の
産
地
で
あ
り
、

「
藤
五
郎
梅
」
の
発

祥
の
地
で
も
あ
り

ま
す
。
３
月
に
は
、

「
か
め
だ
梅
の
花

め
ぐ
り
」
と
し
て
、

散
策
コ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
散
歩
し
な
が
ら
可
憐
な
薄
紅
色
の
梅
の

花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
元
の
お
店
で
は
、

梅
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
加
工
品
を
提
供
し
て
お

り
、
味
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
梅
が
今
年
も
収
穫
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
爽
や
か
な
青
い
藤
五
郎
梅
は
、
粒
が
大

き
く
果
汁
が
多
い
た
め
、
梅
干
し
や
梅
酒
に
適
し

て
い
ま
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
梅
は
、
Ｊ
Ａ
新
潟
か
が
や
き
沢
海

集
出
荷
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
の
営
農
指
導
員
田
中
貴
章
さ
ん
は
「
今
年
の

梅
は
枝
に
多
く
の
実
を
付
け
て
お
り
、
藤
五
郎
ら

し
い
大
玉
が
期
待
で
き
る
。」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
、
藤
五
郎
梅
で
梅
干
し
や
梅
酒
に
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

秋
葉
区
パ
ン
ま
つ
り

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

秋
葉
区
で
は
、
地
元
産
の
小
麦
振
興
の
た
め
、

小
麦
「
ゆ
き
ち
か
ら
」
を
生
産
し
、
区
内
７
店
舗

の
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
と
協
力
し
、
地
元
産
小

麦
を
配
合
し
た
パ
ン
の
販
売
を
、
３
月
の
１
カ
月

間
「
秋
葉
区
パ
ン
ま
つ
り
」
と
名
付
け
て
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
ま
だ
２
年

目
で
す
が
、
今
後
の
開
催
要
望
も
多
く
聞
か
れ
て

い
ま
す
。

　

「
ゆ
き
ち
か
ら
」
は
約
8.5 

ha
栽
培
し
て
お
り
、

折
か
ら
の
輸
入
小
麦
の
値
上
が
り
も
あ
り
、
地
元

産
小
麦
の
地
産
地
消
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
生
産
す
る
農
業
法
人
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
地
力
回
復
作
物
と
し
て
生
産
し

て
お
り
、
農
地
の
有
効
利
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
春
は
「
ア
キ
ハ
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
と
し
て
参
加
店
の
レ
シ
ー
ト
５
０
０
円
２

枚
で
、
秋
葉
区
の
逸
品

で
あ
る
ガ
ラ
ス
皿
や
マ

グ
カ
ッ
プ
、
は
ち
み
つ

や
ジ
ャ
ム
セ
ッ
ト
等
が

抽
選
で
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
実
施
し
、
盛

り
上
げ
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て
実
施
し

ま
し
た
。
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農地の賃借・売買等は農業委員会で（8～10月各種日程）
◆農地法に基づく申請・届出

月
申請
締切日

届出
締切日

月
申請
締切日

届出
締切日

月
申請
締切日

届出
締切日

8月 8日

4日

9月 6日

5日

10月 6日

5日

16日 14日 17日

25日 26日 26日

◆農業経営基盤強化促進法に基づく申請

総会
申請
締切日

市の
公告日

総会
申請
締切日

市の
公告日

総会
申請
締切日

市の
公告日

8月
7月25日
(6月23日)

9月14日 9月
8月25日
（7月25日）

10月16日 10月
9月22日
（8月25日）

11月15日

※（　）内は、中間管理機構を通す申請における締切日です。

※田の賃借受付は、年8回（8～3月）です。

農地の利用状況調査（農地パトロール）を実施しています
　農地法の規定に基づき、農地の有効かつ効率的な利用の促進のため、毎年市内全域の農地を対象とし
て、利用状況調査を実施しています。遊休農地※を確認した場合は、その農地の所有者や耕作者に対して、
農地を適正に管理するよう指導を行います。
　下記のとおり農地の利用状況調査を実施しています。各農地へ立ち入ることやお話を伺うこともあり
ますので、ご理解とご協力をお願いします。

○　調査対象：新潟市全域

○　調査期間：令和５年６月から10月まで

　　 （ただし、各区で異なりますので、詳細は各区事務所
へお問い合わせください）

○　調査方法： 農業委員等が農地を見回り、遊休化してい
るか否かの調査を実施します

※遊休農地とは？　・１年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作されないと見込まれる農地
　　　　　　　　　・周辺の農地と比べて著しく低利用となっている農地

老後の安心は
国民年金＋農業者年金で！
【加入資格】

・60歳未満※　・国民年金第１号被保険者

・農業に年間60日以上従事している方

※ 令和４年５月より60～65歳の方は、一定の要件を満
たせば加入できます。

　詳細はお近くのJA・農業委員会事務局各区

事務所または下記HPへ

　http://www.nounen.go.jp

    全国農業新聞を
    購読しませんか？

★農家の経営と暮らしに役立つ情報誌　

★毎週金曜日発行

★購読料1カ月700円

★どこでも読める電子版も配信中

★購読の申し込み先

　 お近くの農業委員・農地利用最適化推進

委員、農業委員会事務局各区事務所まで
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【
経
営
概
要
】

●
（農）
ア
グ
リ
吉
江
の
概
要

・
水
稲 

53 

ha

・
大
豆 
1.4 

ha

・
ス
ト
ッ
ク 
８
a

●
個
人
の
概
要

・
切
花
（
ユ
リ
、
ケ
イ
ト
ウ
） 

90 

a

・
長
ネ
ギ 

20 

a

【
地
域
集
積
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

　

法
人
設
立
の
き
っ
か
け
は
地
域
集
積
へ
の
取
り
組
み
で
し
た
。
私
の
南
区
味
方

地
区
の
吉
江
集
落
は
16
人
程
の
耕
作
者
が
い
ま
す
が
、
10
年
後
耕
作
者
が
減
る
こ

と
を
懸
念
し
、
乗
り
遅
れ
る
前
に
今
か
ら
動
こ
う
と
地
域
集
積
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
で
き
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
人
が
多
く
、
集
ま
り
も
悪
か
っ
た
で
す
が
、

具
体
的
に
地
図
化
す
る
こ
と
で
現
実
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
て
く
れ

る
人
が
増
え
ま
し
た
。
本
集
落
は
区
画
整
備
が
進
ん
で
お
り
農
地
の
移
動
が
楽
で
、

集
積
・
集
約
す
る
に
は
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
集
積
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
非
常
に
管
理
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
移
動

も
短
縮
さ
れ
効
率
的
に
作
業
が
で
き
、
今
後
規
模
拡
大
す
る
こ
と
に
利
点
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
早
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
「
地
域
集
積
協
力
金
」
を
有
効
活
用

で
き
、
経
営
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

【
小
学
校
の
学
習
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
】

　

も
と
も
と
保
護
者
が
総
合
学
習
の
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
非
農
家
の
家
庭

が
増
え
、
講
師
を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
分
の
子
ど
も
が

卒
業
し
た
後
も
引
き
続
き
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
味
方
小
学
校
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
数
年
前
か
ら
学

校
田
に
水
田
セ
ン
サ
ー
や
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
お
り
、
農
業
に
つ
い
て
先
進

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
、
私
も
一
緒
に
な
っ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

【
学
習
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
】

　

総
合
学
習
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
が
米

づ
く
り
に
つ
い
て
深
堀
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
担
い
手
不
足
に
着
目
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
自
主
的
に
農

業
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
今
の
農
業
に
危
機
感
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
地
域
農
業
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
】

　

新
潟
市
の
農
業
を
ど
う
こ
う
す
る
と
い
っ

た
大
き
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は

地
元
集
落
の
農
業
が
崩
れ
な
い
よ
う
、
維
持

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

今
後
、
離
農
者
は
増
え
る
一
方
で
、
農
業

が
変
わ
る
こ
と
は
目
に
見
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
地
元
の
農
業
の
将
来
を
考
え
て
い

け
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

【
総
合
学
習
に
つ
い
て
小
学
校
か
ら
の
お
話
】

　

味
方
小
学
校
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、

地
元
の
農
業
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
先
進
的
な
稲
作
を
学
ん
だ
一
方

で
、
肝
心
な
担
い
手
が
増
え
て
い
な
い
と
い

う
問
題
点
に
も
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

美
し
い
水
田
に
囲
ま
れ
た
新
潟
市
が
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
こ
と
を

願
っ
て
、「
未
来
に
届
け　

お
米
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
農
業
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。
も
っ
と
農
業
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
将
来
の
担
い

手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
で
頑
張
る
農
業
人
を
紹
介

平
原　

大
悟
さ
ん (

55)

小学生に指導する平原さん

【おくやみ】

　農地利用最適化推進委員として本市の農業振興にご尽力されました花澤 芳春さん(南区)が

5月13日にご逝去されました。

　ここに深く哀悼の意を表すとともに、ご冥福をお祈りいたします。
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